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施設カルテを
公表しています。

少
子
・
高
齢
化
対
策
で

社
会
保
障
費
が
増
加

　

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
市
の
財
政

支
出
の
内
訳
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
5
年
度
に
お
け
る
生
活
困
窮

者
や
高
齢
者
、
児
童
、
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
の
支
援
に
要
す
る
費
用
（
扶
助

費
：
注
①
）
は
34
億
円
で
し
た
が
、

2
0
1
7
年
度
に
は
68
億
円
と
な
り
、

12
年
間
で
約
2
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
主
に
高
齢
者
の
増
加
と
子
育

て
支
援
の
必
要
性
が
増
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
人
件
費
は
職
員
数
の
削
減
に

よ
り
68
億
円
か
ら
44
億
円
（
▲
24
億
円
）、

借
金
の
返
済
に
要
す
る
費
用
（
公
債

費
：
注
②
）
は
53
億
円
か
ら
31
億
円

（
▲
22
億
円
）
と
な
る
な
ど
、
扶
助
費

の
増
加
分
を
こ
れ
ら
の
減
少
分
で
補
う

こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
扶
助
費

は
今
後
も
増
加
し
続
け
る
と
見
込
ん
で

い
ま
す
（
グ
ラ
フ
3
）。

安
定
し
た
財
政
運
営
と

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

両
立
を
め
ざ
し
て

　

三
木
市
の
財
政
状
況
は
今
後
、
増
え

続
け
る
支
出
に
対
し
、
収
入
が
伸
び
な

い
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
公
共
施
設
の
更

人
口
は
減
少
、総
延
床
面
積
は

増
加

　

三
木
市
は
1
9
7
0
〜
8
0
年
代
に

か
け
て
緑
が
丘
な
ど
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

開
発
に
よ
り
急
激
に
人
口
が
増
加
し
、

学
校
や
集
会
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
を

集
中
的
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
1
9
9
7
年
の
8
万
8
千

人
※
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
減
少
に
転
じ

ま
し
た
が
、
施
設
は
そ
の
後
も
増
加
し
、

現
在
2
1
0
施
設
、
総
延
床
面
積
は
約

3
2
．
7
万
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
1
）。
市
民
一
人
あ
た
り
の
面
積

で
は
、
4
．
2
㎡
に
な
り
ま
す
。

※
当
時
の
三
木
市
と
吉
川
町
の
人
口
の

　

合
計

働
き
手
が
減
り
、税
収
が
減
少

　

三
木
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

2
0
6
0
年
の
人
口
は
5
万
人
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
納
税
者
で
あ
る
15
歳
以
上
65
歳

未
満
の
働
き
手
（
生
産
年
齢
人
口
）

は
、
現
在
4
万
3
千
人
で
す
が
、
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
2
0
6
0
年
に
2
万

5
千
人
を
維
持
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

公
共
施
設
を
将
来
に
わ
た
り
現
在
と

同
規
模
面
積
を
維
持
し
続
け
る
と
、
40

年
後
に
は
市
民
一
人
あ
た
り
の
面
積
が

6
．
5
㎡
と
な
り
、
現
在
の
1
・
5
倍

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
働
き
手
一
人
あ
た
り
の
面
積

で
は
、
現
在
の
7
．
6
㎡
か
ら
1
3
．

1
㎡
へ
と
1
．
7
倍
と
な
り
ま
す
（
グ

ラ
フ
2
）。

　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
、
現
在
と

同
規
模
量
の
公
共
施
設
を
維
持
し
続
け

る
こ
と
は
、
市
民
一
人
あ
た
り
の
費
用

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
将

来
の
人
口
規
模
に
合
っ
た
施
設
量
に
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
な
ど
に
必
要
な
財
源
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、

10
年
後
に
は
大
規
模
改
修
の
必
要
な
公

共
施
設
が
80
％
以
上
に
な
る
こ
と
か

ら
、
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
安
定

し
た
財
政
運
営
と
人
口
規
模
や
市
民
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
両
立
を
め
ざ
し
、
公
共
施
設

の
再
配
置
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
は
、
10
月
に
作
成
し
た
各
施
設

の
現
状
を
ま
と
め
た
施
設
カ
ル
テ
の
情

報
に
つ
い
て
分
析
・
評
価
な
ど
を
行
い
、

施
設
の
あ
り
方
を
示
す
公
共
施
設
の
再

配
置
方
針
（
案
）
を
策
定
し
ま
す
。

　

次
回
は
2
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

注①扶助費：
社会保障の一環。
生活困窮者、高
齢者、児童、障
がい者などへの
支援費用

注②公債費
市債（借金）の
返済や利子の支
払いに要する経
費

三木市のホームページから建物の
面積や築年数、利用状況、収支情
報などがご覧いただけます。
市役所3階情報公
開コーナーでもご
覧いただけます。

施設カルテのイメージ

三木市　施設カルテ 検索

■問（市）財政課　公共施設マネジメント係

次世代のために考える

～②少子・高齢化などの社会動向により
　　市の財政が厳しくなります～

シリーズ

公共施設
　10月号では、10年後には80％以上の公共施設が
老朽化し、今後多額の更新費用が一斉に必要になる
ことを紹介しました。
　今回は、市民のみなさまにかかる負担について考
えてみたいと思います。

1970年頃から
緑が丘などのニュー
タウン開発が本格化。

人口が減少しても施設は増加
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2005年度 2010年度 2017年度

9

8

7

6

5

4

3

（万㎡）

（年）

（万人）
人  口

32.7万㎡

7.6

4.2

6.5

13.1

人口
▼

人口
急増
期　
集中
整備

1.7倍

1.5倍

グラフ1　施設の累計面積（5年毎総延床面積）と人口の推移

グラフ3　扶助費・人件費・公債費の推移

グラフ2　市民一人あたりの施設面積の推移

生産年齢人口  1人あたり 総人口  1人あたり

2015年 2060年 2015年 2060年

68

53

44

31

68

34

人件費（24億円減少）
2005年度の0.7倍

公債費（22億円減少）
2005年度の0.6倍

扶助費（34億円増加）
2005年度の2倍

（㎡）

シリーズ
公共施設

5


